
          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第

３００号 

平成２７年６月１日 

練馬区立上石神井北小学校 

校 長 市 川 順 康 

６月の行事予定 

上北だより 
 

１日（月）事前検診＜６年＞  

２日（火）武石移動教室＜６年＞６/５まで 

     町たんけん＜３年＞ 

３日（水）歯垢染色＜４年＞  

８日（月）委員会活動（６校時） 

１０日（水）地区班下校 

１１日（木）歯科検診＜４・５・６年＞４時間授業 

１３日（土）薬物乱用防止教室＜６年＞ 

情報モラル教室＜５年＞３時間授業 

１５日（月）プール開き＜６年＞ 読書旬間６/２６まで 

１６日（火）町たんけん＜２年＞４時間授業 

１７日（水）４時間授業 

 

１８日（木）セーフティー教室＜２年＞ 

１９日（金）ふれあい環境学習＜４年＞ 

２０日（土）開校記念日 

２２日（月）クラブ活動（６校時） 

２３日（火）学年行事＜１年＞（６校時） 

町たんけん＜2年＞事前検診＜みつば＞ 

２４日（水）岩井宿泊学習＜みつば＞６/２６まで 

２５日（木）学年行事＜２年＞（６校時） 

２６日（金）個人面談①４時間授業 

２９日（月）練馬お話の会＜１年＞ 

３０日（火）練馬お話の会＜２年・みつば＞ 

      一斉防災訓練 

「本当の意味」             校 長 市 川 順 康 

苺（いちご）の好きな人も多いと思いますが、苺の品種で「あまおう」というものがあります。漢字のイ

メージだと「甘王」と書くのかなと思いきや、実は、漢字では書かずに「あまおう」と書きます。「あまおう」

の「あ」は「甘い」、「ま」は「まあるい」、「お」は「おおきい」、「う」は「うまい」という言葉から名付け

られたそうです。福岡県で６年間、研究、品種改良を続け、すこしでも、おいしくて、大きくて、形の良い

ものをつくろうとした、苺の生産者たちの熱意を感じるエピソードです。 

 先日の全校朝会で、上北小の子供たちに、挨拶について話をしました。「あいさつ」の「あ」は、「あかる

く」、「い」は「いつでも」、「さ」は「さきに」、「つ」は「つづける」の意味を持っているとも考えられます

ね、と、挨拶のやりかた、大切さが身に付くよう話をしました。 

 さて、何日か後、私が、ある１年生に『このあいだの朝会で話した、あいさつの「あ」って何だっけ？』

と話しかけたところ、しばらくしてその子は『「ありがとう」の「あ」』と応えました。何人かに聞いてみた

のですが、やはり同じ答えです。何人か目に、やっと朝礼の時と同じ答えをしてくれた子供がいましたが、

朝礼の話は、まだ、１年生には届いていないのかなと少し残念に思いました。 

 ところが、よく考えてみると、４月の入学式の式辞で、あいさつの話をしたときに、「ありがとう」という

言葉は、友達を、たくさんつくれる「ことば」だと紹介したことを思い出しました。１年生はそのことをよ

く覚えていたから、「あ」を「ありがとう」と答えたのかなと思うと、今度はうれしい気持ちになりました。

「あいさつ」「ありがとう」の「あ」は、１年生にはしっかり身に付いていたのですね。 

 大企業の入社式でも、社長の講話で、挨拶の話をした企業がとても多かったそうです。大人社会の集団生

活の中で、コミュニケーション良く仕事や勉強をするためにも、挨拶は大事なものであるというのは、社会

でも認識されていますし、プロトコルの第一歩としても大切にしていきたい作法です。 

また、世界中の人たちとの出会いのきっかけになる、大事なものです。今年度から、外国語活動の時間に、

外国人の先生が上北小で英語を教えてくださいます。英語でも日本語でも、挨拶自体、簡単なことなのです

が、大人になるに従って、挨拶のもつ本当の意味、役割、奥深さがわかってくると、子供たちにどのように

身に付けさせていくかということも工夫していかなければなりません。 

顔と顔を合わせて、声をだして挨拶をするところから、人間と人間とのおつきあいは始まります。上北小

では、６月に６年生が長野県武石、みつば学級が千葉県岩井、１０月にみつば学級が長野県軽井沢、１１月

に５年生が静岡県下田に宿泊学習を実施します。挨拶からはじまる、宿舎の方々との出会い、そして同行す

る教職員、友達同士との挨拶の一回一回が、子供たちの心を成長させていきます。是非、この機会に挨拶の

持つ本当の意味を、いろいろな生活の場面で話し合う機会を持っていただけると幸いです。保護者、地域の

皆様の、ご支援、ご協力を賜りたく、よろしくお願い申し上げます。 

 

 


